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【本領域の目的】 
 加齢に伴い発症する疾患には、組織の生理的変
化である老化が深く関与する。超高齢社会に急増
する加齢関連疾患に対応し健康長寿を実現するた
めには、生理的な老化と加齢関連疾患の統合的な
理解が必須である。このような中、近年の幹細胞
研究の目覚ましい進歩は、多くの組織が幹細胞シ
ステムによる絶え間ない再生機転により維持され
ていることを明示した。一方、不老と考えられて
きた幹細胞には寿命があり、幹細胞あるいは幹細
胞ニッチの加齢変化（ステムセルエイジング）が、
加齢関連疾患の重要な要因であることが明らかに
なりつつある。本領域では、この新しい幹細胞研
究の成果を基盤に、“ステムセルエイジング”とい
う視点から老化、加齢関連疾患を検証し、『老い
と病』という今日的命題の解決に挑む。この目的
のために多様な研究者が結集し、老化の本質と疾
患原理に新たなパラダイムを提示し、超高齢社会
のニーズに対応した新領域を構築する。 
 

 
図１ 加齢におけるステムセルエイジングの意義 

 
【本領域の内容】 

「加齢に伴う疾患は、様々な組織幹細胞におけ
る加齢変化をベースに、多様な抗老化システムの
破綻によって起こる」との仮説のもと、重層的・
複合的アプローチにより、ステムセルエイジング
の視点から組織の老化メカニズムと疾患発症原理
を解明する。幹細胞の生理的加齢変化を基盤とし
たアプローチ（ステムセルエイジングの特性研究）
と疾患研究からのアプローチ（加齢関連疾患に関
わるステムセルエイジングの実態の解明）を統合
し、「ステムセルエイジングが加齢に伴う組織・臓
器の機能低下や疾患発症にどのように関与するの
か」について体系的に研究を推進する。この目的
のために、ステムセルエイジングの特性(A01) と
加齢関連疾患とステムセルエイジング(A02)から 

 

領域を構成する。A01、A02ともに幹細胞と疾患
の関連を加齢という時間軸に沿って理解するもの
であり、それぞれから得られた知見とともに、A01
とA02の横断的な共同研究の成果をフィードバッ
クすることで、領域全体の研究を推進する。 

 

 
図２ 本研究領域の研究体制 

 
【期待される成果と意義】 

 ステムセルエイジングという新しい観点から、我
が国が強みとする幹細胞や老化、疾患などの研究
領域を統合し、世界をリードする新しい研究の流
れを創出するとともに、海外の活発な老化研究の
受け皿としての役割を果たす。得られる成果は、
臓器不全や疾患の理解を深め、加齢に伴う疾患予
防や早期介入（先制医療）に学術的指針を提供す
るものであり、医学水準の向上や健康長寿の実現
に貢献できる。幹細胞を用いる再生医療に対して
も重要な学術的基盤となるものである。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 26 年度－30 年度 
  1,161,300 千円 
 

【ホームページ等】 
http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/molmed/ste

mcellaging/ 
stemcellaging@chiba-u.jp 
 
 


